




Ⅰ.目的

MCLS の心臓障害の発生頻度および予後に関しては,主冠状動脈を中心として,

かなり明確となってきたが,心筋変化については,未だ未解決な点が多い。そこ

で我々は心筋の超微細構造と心室内伝導障害の推移に基づいて,患者の管理方

法を検討した。


